
 

 

 

赤とんぼが舞う季節になると、いつも実家の小さな畑の片隅の無花果
い ち じ く

の木を思い出しま

す。小さなころは、蜂除け網をかぶって祖母と竹籠を持って収穫するのが楽しみでした。

夏の日差しを受けて完熟した無花果の甘みは格別で、私は直接木からもぎ取って皮ごとぺ

ろりと食べるのが大好きでした。あれから数十年、毎年たくさんの実を実らせてくれます。 

祖母の畑は、今では母の畑になり無花果も母の無花果になりました。今年も、「無花果

ジャムができたから取りにおいで。」と知らせが届くと、私たち姉妹はかわるがわる実家

を訪れ、心待ちにしていた母の愛情と大地の恵みのいっぱい詰まったジャムをもらって帰

るのです。 

母の小さな畑では、無花果だけでなく四季折々のいろいろな食材が育ち、食べきれない

ものは母の手で、美味しい保存食へと早変わりして、私たちの食を豊かにしてくれます。

旬のものを美味しくいただく、季節のある日本だからこそできる贅沢を堪能したいもので

す。 
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親子人権学習のご案内 
～自分さえよければ良いのではなく、人の喜びが自分の喜びに～ 

 

人の苦しみが分かち合え、人の喜びを共有できる子どもの育成をめざしています。自分の人権

も人の人権も大切にすることが真の幸せにつながると考えます。 

そこで、本校では、あらゆる教育活動の場において、「お互いの人権を大切にする」ことを根

底におき、自分らしさを発揮できる場づくりをめざして、心の通い合うあたたかい学校づくりを

全職員が一丸となって推進しています。 

人権は人間が人間らしくいきていくために不可欠な権利です。人権について語ることは幸せに

ついて語ることだと思います。より豊かな人間関係をつくり、より豊かに生きるために、ともに

考えていくひとつのきっかけとなればと思い、今年も親子人権学習を予定しました。お子様とと

もに身近な人権問題について考えていただき、人権感覚を磨いていきたいと思います。保護者の

皆様も子どもたちと一緒に考えたり、意見を出してもらったりできるよう、学習内容も一工夫し、

学習に楽しく参加できるようにしています。 

 なお、親子人権学習後、講演会があります。ぜひ、ご参加くださいますようお願いいたします。 

 

日 時  10 月 29 日（土）  

 

 
                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合的な学習の時間で植えた綿の種。ゲストティーチャー市浦央子さんを招いて、５月に種を

植えてから、草引きや水やりをし、愛情をたっぷり注ぎ、世話をしました。夏休み中には、保護

者の方々に協力していただいたおかげで、きれいな花を咲かせることができました。９月の台風

で倒されても、子どもたちの身長を上回るくらい真っ直ぐに生長し、細かった茎も太く育ち、た

くさんの綿の実を実らせました。小さな小さな綿の種が、たくさんの人のおかげで、大きく太く

立派な木に育ちました。綿の実がはじけ、どんな綿が姿を見せてくれるのか楽しみです。 

この綿の生長を楽しみにしながら、心を込めて継続的にかかわり、自然の不思議さや美しさに感

動したり、生命の尊さに気づいたりする中で心を豊かにしてくれることを願っています。これか

ら、糸を紡いで、世界に一つだけの「織物」にしあげていく予定です。 

 

 どんな願いがこもった「織物」ができるのか楽しみです。                

 

 《ＰＴＡ講演会》  演題 「可能性は無限にある」  １０月２９日（土） 

  講師に 岡原年秀氏 を迎え、全校生が参加する予定です。『隻腕のイチロー』とよばれて

いる講師先生です。ぜひ、ご参加ください。（詳しくは裏面に記載しています。） 

東日本大震災募金のお礼 

運動会にて、２５,７５２円の募金が集まりました。お金は代表児童が市役所へ持っていき、東

日本大震災の復興に役立ててもらいます。たくさんの方のご協力、ありがとうございました。 

 

 

心シリーズ  

１０月の行事予定 
１日(土) ワイワイ土曜チャレンジ 

３日(月) 登校指導  

視力検査(～６日) 

4 日(火) 児童朝会 

4 年生校外学習(ｵﾝﾍﾞﾘｰｺ) 

5 日(水) 子ども貯金  

6 日(木) 4 年生福祉学習(点字体験） 

ふれあい交流事業 

7 日(金) クラブ活動 

11 日(火) 児童集会 

     西脇市学力向上調査(３・４・５年) 

     全国学力・学習状況調査(６年) 

12 日(水) 諸会費集金日 

14 日(金)  クラブ活動 

15 日(土) 防火の集い 

(鼓笛隊参加・総合市民センター) 

16 日(日) 資源ごみ回収  

     ワイワイ土曜チャレンジ 

18 日(火) 児童朝会 

     情報ｾｷｭﾘﾃｨｰ出前講座(5,6 年) 

20 日(木) 4 年生福祉学習(手話体験） 

     代表委員会 

21 日(金) 委員会活動  

23 日(日) 資源ごみ回収予備日 

27 日(木) オープンスクール 

保・幼・小交流会 

28 日(金) オープンスクール 

29 日(土) 参観日(親子人権学習) 

ＰＴＡ講演会 

31 日(金) 振替休業日  

 

 

 

 

おおきくなあれ 3 年生！ 
 

親子人権学習   9：00～ 9：45 

講  演  会   10：00～11：45 



鼓笛隊の感想       

《５年》 
・はじめての鼓笛は、みんなすごくきんちょうしたと思います。私は、前の日からどきどき

して眠れませんでした。 

   本番の日、ならんでいるとき、きんちょうしてカラーガードのぼうがあせでぬれました。

でも、えんそうが終わってはく手をたくさんもらって、ドラムマーチが終わったしゅん間、

力がぬけました。これからも全力で演奏したいです。 

・織物祭りでは、ドラクエの時に遅れそうになったけど、なんとか遅れずにすみ、間違うこ

となく最初から最後までできたと思います。最初は私が一番下手だったけど６年生がやさ

しく教えてくれたおかげで織物祭りに間に合いました。 

来年は、私が次の子にやさしく教える番だと思いました。 

 

《６年》 
・ぼくは鼓笛はとてもいい勉強だと思います。なぜかというと、しんどいときもがんばって

練習することと、いっしょうけんめいになれることと、本番はきんちょうして見てもらえ

ることがあるからです。あと、５・６年生が心を合わせて本番に行けることです。比延小

学校の鼓笛隊はとてもいい鼓笛隊だと思います。 

ぼくは鼓笛で一番好きなことは演奏が終わった後にはく手をもらえることです。はく手を

もらえると「やった」という感じになるからです。だから、そういうことを感じられるこ

とも鼓笛のいいところだと思います。 

・5年生のときは、鼓笛はいやだと思っていたけど今はとても楽しいです。 

ぼくは、今年の織物祭りでは、本気でえんそうができたと思います。とても楽しかったで

す。 

夏休みだったから、とても暑かったけど成功して良かったです。 

まだ、運動会やへそマラソンなど、本番はまだまだあるので、すべて成功させたいです。 

 

 

運動会の感想    
 

・18 にちに、うんどうかいがありました。ダンスがたのしかったです。おしりをふるところが

たのしかったです。あとは、おおだまころがしをして、たのしかったです。おとうさんとした

ことが、たのしかったです。（１年生児童） 

・おかあさんがダンスを見にきてくれました。おかあさんがくるからおもいっきりおどりました

おわるとあせがいっぱいでました。おうちにかえると「ダンスがんばっとったな。」っていっ

てくれてうれしかったです。（２年生児童） 

・今日、運動会でした。前の日が雨で、「運動会ないなぁ。」と思っていたら晴れました。うれし

かったです。神様が雨雲をどけてくれたんだと思います。一番楽しかったのは、よさこいです。

ぼくは一生けんめいおどったので、あせがたきのように出てきました。終わったときははく手

がなりひびいてうれしかったです。おばあちゃんが、「なみだ出てきたわ。」と言いました。と

てもうれしかったです。お父さんとお母さんは、「かっこよかったで。」と言ってくれました。

すごくうれしかったです。（３年生児童） 

・ぼくは、行進の時にプラカードを持って先頭を歩きました。お客さんに見られていたので、緊

張してプラカードの向きを変えるのを忘れそうになりました。お弁当を食べてすぐに「かがや

け！！流星海」をおどりました。ハッピには漢字を一文字書きました。ぼくは、「努」にしま

した。理由は、みんな努力してきたからです。流星海のおどりでは、まちがえずに最後までが

んばれたなと思います。ぼくは、いい運動会になったなと思っています。(4年生児童) 

 

講演会のお知らせ  
 
平成２３年度 比延小学校 PTA講演会 

 
テーマ：「子どもの可能性を伸ばそう 明日を担う子どもたちへ」 
演 題：「可能性は無限にある」 
講 師：岡原  年秀氏（おかはら としひで） 

「隻腕のイチロー」が講演 
日 時：１０月２９日（土）１０時～１１時３０分 

場 所：比延小学校体育館 
 

※一般の方の参加もお待ちしています。 

 
 

 

～プロフィール～ 

 西脇市黒田庄町岡出身。 

 子どもの頃から大の野球好きだった岡原さん。 

 その情熱は社会人になっても野球を続けるほど。 

 結婚、そして長男も誕生。まさに順風満帆。 

 しかし、２９歳の時、職場の機械に引き込まれ右腕を失った。 

 孤独と絶望「暗闇のどん底」だった。 

 人生に希望を持てない日々が続いていたとき【障害者野球】に出会う。 

 そして、生きがいを見つけ努力が実り、日本代表に選ばれ世界一に貢献した。 

 


